
平成 17 年 教室業績 （2005 年 1 月～12 月） 

 

（A）原著論文 

1)遠藤勝久、佐々木誠、牧野伸二:網膜色素上皮の microrip の光干渉断層計所見.  眼臨 

99:457-459,2005. 

2)遠藤勝久、佐々木誠、牧野伸二、水流忠彦:神経線維腫症に合併した congenital retinal macrovessel

の１例. 眼臨 99:887-890,2005. 

3)遠藤勝久、牧野伸二、金上千佳、金上貞夫:上顎洞癌切除後患者にみられた水晶体嚢真性落屑. 臨眼

59:1948-1949,2005. 

4)藤村茂人、蕪城俊克、秋山和英、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊、新家眞:東京大学病院眼科

における内眼炎患者の統計的観察. 臨眼 59:1521-1525,2005. 

5)橋本尚子、原岳、久保田俊介:第 3 併用薬としての塩酸ブナゾシン点眼薬の眼圧下降効果. 臨眼

59:359-362,2005. 

6)橋本尚子、原岳、水流忠彦:線維柱帯切除後に遅発性脈絡膜剥離を生じた１症例. 眼科手術

18:563-566,2005. 

7)伊藤浩一、野寄清美、西村香澄、佐藤美保、堀田喜裕、加藤勝、岩崎聡、水流忠彦:高度の聴覚障害を合

併した前眼部形成不全の１例. 眼臨 99:593-595,2005. 

8)神原千浦、牧野伸二、田邉和子、清水由花、伊野田繁:初回閉鎖を得た特発性黄斑円孔術後の長期視力経

過. 眼科手術 18:113-116,2005. 

9)牧野伸二、竹澤貴美子、久保田みゆき、近藤千佳、金上貞夫:硝子体出血と乳頭周囲網膜下出血を伴った

傾斜乳頭症候群の１例. 臨眼 59:277-281,2005. 

10)牧野伸二、酒井理恵子、保沢こずえ、近藤玲子、川崎知子、坂庭敦子、杉山華江、平林里恵、山本裕子:

上斜筋付着部異常の１例. 眼臨 99:406-409,2005. 

11)牧野伸二、木野内理恵子、保沢こずえ、近藤玲子、川崎知子、坂庭敦子、杉山華江、平林里恵、山本裕

子:先天性 Brown 症候群の MRI 所見. 日本視能訓練士協会誌 34:133-137,2005. 

12)牧野伸二、木野内理恵子:先天性上斜視筋麻痺に対する下斜筋前方移動術の手術成績. 眼科手術

18:589-595,2005. 

13)森加奈、牧野伸二、橋本尚子、森樹郎、水流忠彦:進行性網膜下線維増殖を伴った多発性脈絡膜炎の１

例. 眼紀 56:113-117,2005. 

14)本山祐大、蕪城俊克、平岡美依奈、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊:ベーチェット病併発白内障に対

する手術の発作に与える影響. 臨眼 59:1411-1415,2005. 

15)蕪城俊克、川島秀俊、吉田淳、越野崇、藤村茂人、藤野雄次郎、秋山和英、沼賀二郎:ぶどう膜炎患者

の血清中 soluble CD44 濃度. 平成 16 年度厚生省特定疾患ベーチェット病調査研究班 平成 16 年度研究業

績:45-50,2005. 

16)中村聡、堀貞夫、島川真知子、望月学、杉田直、川島秀俊、上野聡樹、大野重昭:ベーチェット病患者

を体操とした抗ＴＮＦ－α抗体の前期第Ⅱ相臨床試験成績. 臨眼 59:1685-1689,2005. 

17)小幡博人、青木由紀、久保田俊介、金井信行、水流忠彦:眼瞼・結膜の良性腫瘍と悪性腫瘍の発生頻度.

日眼会誌 109:573-579,2005. 

18)小幡博人、青木由紀、久保田みゆき、水流忠彦:ディフ・クイック染色による塗抹検査が有用であった

真菌性角膜潰瘍の 3 例. 臨眼 59:1287-1291,2005. 



19)佐々木誠、原岳、橋本尚子、水流忠彦:選択的レーザー線維柱帯形成術とアルゴンレーザー線維柱帯形

成術の効果比較. 眼臨 99:633-637,2005. 

20)杉紀人、梯彰弘、斉藤由香、大野隆一郎、木下望、牧野伸二、安隆則、黒木昌寿、加園恵三、川上正舒:STZ

誘 発糖尿病ラットの網膜微小循環に対するニコランジルの影響 .  Therapeutic Research 

26:364-365,2005. 

21)高橋寛子、落合万理、唐津裕子、鎌田あすか、佐藤久美、田中育美、落合憲一、猪木多永子、木野内理

恵子、橋本尚子、牧野伸二:外傷後に片眼性水平半盲様視野障害をきたした心因性視覚障害の 1 症例. 日

本視能訓練士協会誌 34:151-156,2005. 

22)高本光子、川島秀俊、蕪城俊克、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎:ベーチェット病に対する第一選択薬

コルヒチン使用中に CK 値の上昇を認めた 5 例. 平成 16 年度厚生省特定疾患ベーチェット病調査研究班 

平成 15 年度研究業績:75－78,2005.  

23)高本光子、川島秀俊、蕪城俊克、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎:コルヒチンにより血清中 CK 上昇を認

めたベーチェット病の 6 例. 臨眼 59:1691-1694,2005. 

24)高本光子、川島秀俊、蕪城俊克、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎:レミケードを 3 年以上にわたり投与

を継続したベーチェット病の１症例. 平成17年度厚生省特定疾患ベーチェット病調査研究班 平成17年

度研究業績:58-62,2005. 

25)竹澤美貴子、小幡博人、水流忠彦:両側涙腺の MALT リンパ腫の 1 例. 臨眼 59:1149-1152,2005. 

26)竹澤美貴子、小幡博人、中野佳希、青木真祐、猪木多永子、水流忠彦:自治医科大学における過去５年

間の感染性角膜潰瘍の検討. 眼紀 56:494-497,2005. 

27)横山由晶、牧野伸二:傾斜乳頭症候群の光干渉断層計所見. あたらしい眼科 22:551-553,2005. 

28)吉田淳、川島秀俊、沼賀二郎、蕪城俊克、藤野雄次郎:ベーチェット病に対するステロイド内服症例の

検討.平成 16 年度厚生省特定疾患ベーチェット病調査研究班 平成 16 年度研究業績:65-69,2005. 

29)Colarossi C, Chen Y, Obata H, Jurukovski V, Fontana L, Dabovic B, Rifkin DB: Lung alveolar- 

septation defects in LTBP-3-null mice. Am J Pathol 167:419-428,2005. 

30)Kaburaki T, Sato S, Kawashima H, Sakurai S, Numaga J, Fujino Y, Araie M: A hypopyon is a sign 

of post-trabeculectomy endophthalmitis or not? Eye 19:692-693,2005. 

31)Kunimatsu S, Tomita G, Araie M, Aihara M, Suzuki Y, Iwase A, Koseki N, Matsumoto S, Yamazaki 

Y, Yoshikawa K: Frequency doubling technology and scanning laser tomography in eyes with generalized 

enlargement of optic disccupping. J Glaucoma 14:280-287,2005. 

32) Kunimatsu S, Tomidokoro A, Mishima K, Takamoto H, Tomita G, Iwase A, Araie M: Prevalence of 

appositional angle closure determined by ultrasonic biomicroscopy in eyes with shallow anterior 

chambers. Ophthalmology 112:407-412,2005. 

33)Maejima Y, Yasu T, Ueda H, Kobayashi N, Hashimoto S, Kubo N, Kakehashi A, Isobe M, Kawakami M, 

Saito M: Exercise after heparin administration: New therapeutic program for patients with-option 

arteriosclerosis oblitrans. Circulation Journal 69:1099-1104,2005. 

34)Mazzieri R, Jurukovski V, Obata H, Sung J, Platt A, Annes E, Karaman-Jurukovska N, Gleizes P-E, 

Rifkin DB: Expression of truncated latent TGF-beta-binding protein modulates TGF-beta signaling. 

J Cell Sci 118:2177-2187,2005. 

35)Numaga J, Koseki N, Kaburaki T, Kawashima H, Tomita G, Araie M: Intraocular metabolites of 

isopropyl unoprostone. Curr Eye Res 30:909-913,2005. 



36)Oharazawa H, Ibaraki N, Ohara K, Reddy VN: Inhibitory effects of Arg-Gly-Asp(RGD)peptide on cell 

attachment and migration a human lens epithelial cell line. Ophthalmic Res 37:191-196,2005. 

 

（B）学会発表 

1)青木由紀、小幡博人、牧野伸二、近藤千佳、金上貞夫:牽引性網膜剥離を伴った視神経乳頭部の結節性毛

細血管腫の 1 例. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

2)遠藤勝久、牧野伸二、近藤千佳、金上貞夫:上顎洞癌術後患者にみられた水晶体嚢真性落屑の１例.第 59

回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 9 日. 

3)藤村茂人、蕪城俊克、灰野誠、藤野雄次郎、沼賀二郎、吉田淳、川島秀俊:マウス実験的ぶどう膜炎にお

けるケモカインレセプターCXCR3,CCR5 の役割. 平成 17 年度厚生省特定疾患ベーチェト病調査研究班会議、

福島、2005 年 12 月. 

4)藤代貴志、国松志保、松尾寛、富所敦男、新家眞:末期緑内障眼に対する線維柱帯切除術 術後経過とそ

れに関連する因子. 第 16 回日本緑内障学会、熊本、2005 年 9 月 16 日. 

5)原岳、原玲子、原孜、原たか子、水流忠彦:生活姿勢で再構成した 24 時間眼圧日内変動. 第 109 回日本

眼科学会総会、京都、2005 年 3 月 24 日. 

6)原岳、原孜、成田正弥、原玲子、原たか子:ブリンゾラミンドの就寝時臥位眼圧の下降効果の検討. 第

59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

7)橋本尚子、原岳、水流忠彦:線維柱帯切除後に遅発性脈絡膜剥離を生じた１症例. 第 28 回日本眼科手術

学会、大阪、2005 年 1 月 28 日. 

8)橋本尚子、原岳、久保田俊介、水流忠彦:座位と臥位における眼圧差と臥位時眼圧の経時的変化の検討.

第 109 回日本眼科学総会、京都、2005 年 3 月 26 日. 

9)橋本尚子、原岳、水流忠彦:上腕部血圧と眼圧の体位変化による変動. 第 16 回日本緑内障学会、熊本、

2005 年 9 月 17 日. 

10)橋本尚子、原岳:治療薬選択を目的としたラタノプロスト、チモロール･ゲル ４週試用の眼圧下降成績.

第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

11)堀秀行、塙本宰、出田秀尚:栗のイガによる角膜異物を摘出した１例. 第 29 回角膜カンファランス・

第 21 回日本角膜移植学会、徳島、2005 年 2 月 18 日. 

12)堀秀行、田邉樹朗、福留みのり、塙本宰、川崎勉、出田秀尚:トリアムシロンアセトニドのテノン嚢下

注射を併用した光線力学療法. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

13)出田秀尚、堀秀行、田邉樹朗:双眼倒像鏡を使おう～その基礎とコツ. 第 59 回日本臨床眼科学会、札

幌、2005 年 10 月 8 日. 

14)石崎こずえ、小幡博人、牧野伸二、茨木信博:穿孔性眼外傷の統計. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、 

2005 年 10 月 8 日. 

15)蕪城俊克、森洋斉、藤村茂人、幸山正、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊:サルコイドーシス

患者の血清中可溶性ＣＤ４４濃度と全身病変. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

16)梯彰弘、森加奈、木下望、山上博子、篠原正巳、川上正舒、金澤康徳:糖尿病網膜症モデル動物 SDT ラ

ットの眼内における AGE の蓄積と VEGF の発現. 第 11 回日本糖尿病眼学会、名古屋、2005 年 3 月 6 日. 

17)加藤健、牧野伸二:MRI で病変部位が確認できた両側 one-and-a-half 症候群の１例. 第 50 回栃木眼科

集談会、宇都宮、2005 年 11 月 18 日. 

18)木野内理恵子、牧野伸二、保沢こずえ、近藤玲子、川崎知子、坂庭敦子、杉山華江、平林里恵、山本裕



子:上斜筋低形成を伴った多小脳回症の 1 例. 第 61 回日本弱視斜視学会総会・第 30 回日本小児眼科学会

総会合同学会、東京、2005 年 6 月 3 日. 

19)木下直樹、櫻井真彦、若林俊子、蕪城俊克、藤村茂人、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊:眼

結核が疑われた６症例. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 8 日. 

20)木下望、梯彰弘、森加奈、豆生田千浦、山上博子:両眼硝子体手術にいたったインターフェロン網膜症

の 1 例. 第 51 回埼玉県眼科集談会、さいたま、2005 年 8 月 28 日. 

21)木下望、梯彰弘、斉藤由香、高橋将文、小林英司、黒木昌寿、川上正舒、金澤康徳:SDT ラットの糖尿

病網膜症に対するアミノグアニジン点眼の効果. 第 3 回 SDT ラット研究会、東京、2005 年 12 月 17 日. 

22)越野崇、蕪城俊克、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊、富所敦男、松尾寛、新家眞:ステロイド緑内障

に対する線維柱帯切開術の成績. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

23)久保田俊介、原岳、橋本尚子、久保田みゆき、水流忠彦:ドルゾラミド点眼薬の点眼回数と眼圧下降効

果について. 第 109 回日本眼科学会総会、京都、2005 年 3 月 26 日. 

24)国松志保、富田剛司、富所敦男、相原一、新家眞、吉川啓司、山崎芳夫、松元俊:緑内障様乳頭

(glaucoma-like disc:GLD)の長期予後. 第 16 回日本緑内障学会、熊本、2005 年 9 月 16 日. 

25)国松志保、加藤聡、鷲見泉、田村めぐみ、三嶋明香、北澤万里子、小平奈利、落合眞紀子、柳澤美衣子:

重度視覚障害者における疾患別生活不自由度. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 7 日. 

26)栗田尚幸、国松志保、間山千尋、富所敦男、新家眞:PENTACAM による前房・隅角測定の再現性と臨床所

見・UBM 測定値等との相関. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、2005 年 10 月 8 日. 

27)牧野伸二、木野内理恵子:先天性上斜視筋麻痺に対する下斜筋前方移動術の手術成績. 第 28 回日本眼

科手術学会総会、大阪、2005 年 1 月 29 日. 

28)牧野伸二、木野内理恵子、保沢こずえ、近藤玲子、川崎知子、坂庭敦子、杉山華江、平林里恵、山本裕

子:乳児内斜視に対するプリズム治療.斜視角変化に及ぼす要因の検討. 第 46 回日本視能矯正学会、大阪、 

2005 年 11 月 26 日. 

29)牧野伸二:脈絡膜骨腫の２例. 第 49 回栃木県眼科集談会、自治医大、2005 年 4 月 17 日. 

30)三木隆治、吉田祥子、梯彰弘:自然発症 2 型糖尿病モデル SDT ラットに対するサリドマイド投与の効果.

第 48 回日本糖尿病学会年次学術集会、神戸、2005 年 5 月 13 日. 

31)森加奈、梯彰弘、木下望、山上博子、川上正舒、金澤康徳:SDT ラットの糖尿病網膜症に対するグリク

ラジドの抑制効果. 第 11 回日本糖尿病眼学会、名古屋、2005 年 3 月 6 日. 

32)森洋斉、江口秀一郎、蕪城俊克、藤村茂人、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊、新家眞:サル

コイドーシスぶどう膜炎に特異的な眼所見および検査所見. 第 59 回日本臨床眼科学会、札幌、 2005 年

10 月 7 日． 

33)小幡博人、臼井智彦、水流忠彦:初発翼状片と再発翼状片の病理組織像の違い̶翼状片は瞼裂斑から発生

するのか？ 第 29 回角膜カンファランス・第 21 回日本角膜移植学会、徳島、2005 年 2 月 17 日. 

34)小幡博人、臼井智彦、水流忠彦:外来患者 1000 人における翼状片と瞼裂斑の発生頻度と発生部位. 第

109 回日本眼科学会総会、京都、2005 年 3 月 25 日. 

35)小幡博人:小児の霰粒腫のマネージメント. 第 49 回栃木県眼科集談会、自治医大、2005 年 4 月 17 日. 

36)小幡博人、青木由紀、水流忠彦:再発性巨大結膜乳頭腫に対して羊膜移植術を施行した１例. 第 23 回

日本眼腫瘍研究会、新潟、2005 年 6 月 25 日. 

37)小幡博人、茨木信博、水流忠彦:新しい涙点閉鎖術̶涙点プラグ縫着術. 第 59 回日本臨床眼科学会、札

幌、2005 年 10 月 7 日. 



38)小幡博人、森加奈、水流忠彦:テノン嚢から発生した結膜下 MALT リンパ腫の１例. 第 40 回眼科臨床病

理組織研究会、札幌、2005 年 10 月 10 日. 
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